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1. 表記の課題について，第１報（昨年度の大会で発

表）では，近世社会は，交通運輸の発達等に伴って全国

的な流通をとげた食品食物と，土産品として地域地域に

独自な生産性，消費性を示す食品食物との分化が顕著に

なる点を明らかにした。今回は，食物史上のこうした事

実をさらに掘り下げて，近世後期，封建制度という強固

な範が徐々に崩壊していく

うな変化を遂げえたか，ま

中で，食生活の内容がどのよ

た食生活に対する人々の意識
や 期 待 がい かに 変 動 した か につ い て， 実 証的 な分 析 を 行

な う。

2. 近 世 初 期 か ら 中 期 に かけ て作 成 さ れ た和 歌 食物 本

草 の う ち,   1630 年 刊,   1642年 刊,   1667年 刊,   1694年 刊 の

４冊 を と りあ げ ， そこ に 収 めら れ てい る 食品 食 物 （特 に

野 菜 ， 果 物 類 ） を ひ ろ い あ げ て ひ とつ ひ とつ 分 析 し， そ

の 時 代 時 代 に どの よ うに 取 りあ つ かわ れ て い る かを 検 討

し た。 ま た 地 域 の 特 産 物 に つ い て は ，「 日 本 往 来 」，「諸

国 名 物 往 来 」，「 皇 国 産 物 往 来 」 に 収 録 さ れて い る食 品 食

物 を 分 析 す る こ と に よっ て 明 ら か に し た 。

3.　 以 上 の よう な 研 究 操 作 を 経 た 結 果 ， 近 世 ， と り わ

け 後 半 の 社 会 変動 期 に お い て ， 野 菜 果 物 等 を 中 心 に 全 国

的 な 流 通 を とげ た 食 品 食 物 ， 地 域 に 独 自 な そ れ ， そ し

て， 両 者 の関 連 に つ い て ， 食 物 史 上 ， 重 要 な 諸 事 実 ， な

らび に 今 日 に 通 じ る 問 題 点 を 発 見 し え た 。


